
令和８（２０２６）年度 県民人権講座開催のお知らせ 
主催：宮崎県   後援：宮崎県教育委員会      （法務省地方委託事業） 

受講料：無料（要申込）※各回１週間前に締め切り     

時  間：１３時３０分から１６時まで（※第 1 回～第４回）    
（受付は１３時から開始します）          

定員：各７０名（定員になり次第申込を終了させていただきます）  ↑受講お申込はこちらから 

※お申込は、右上の２次元コードからお願いします。メール・お電話でのお申込も可能で

す。メールの際は、最下段に書かれていますアドレスへメールしてください。その際、①参加回 ②氏

名 ③電話番号をお知らせください。（メールに返信が届き次第受付完了です） 

第１回 ６月２７日（土）                       会場：宮崎県防災庁舎５階 防５１号室               

横田 拓也氏講演         
北朝鮮による拉致被害者を救う会代表 

第２回 ７月２３日（木）                       会場：宮崎県防災庁舎７階 防７４号室        

山根 絵美氏講演            
公益財団法人 とよなか国際交流協会 事業主任 

第３回 ８月１９日（水）                     会場：延岡市カルチャープラザ多目的ホール 

澤井 未緩氏講演             
関西大学人権問題研究室 非常勤研究員     

第４回 １０月１６日（金）                      会場：串間市中央公民館 研修室 

塚本 祥雄氏講演              
              」 

」 
第５回 １１月２８日（土）                        

信田 さよ子氏講演         
公益社団法人 日本公認心理師協会 会長 

 

第６回                         

未定    日程等が決まり次第、人権ホームページでお知らせします。 

【お申込・お問い合わせ先】宮崎県人権同和対策課 啓発・研修担当 青木 

〒88０-8501 宮崎市橘通２丁目１０番１号   TEL:０９８５－３２－４４６９ 

メール：jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp 

弁護士法人 松田共同法律事務所 

「北朝鮮よ、姉横田めぐみを 
帰せ！」 

人権フェスタと同日開催予定 

「『ふつう』ってなんだろう？  
〜多様な性と人権について、弁護士

と一緒に考えてみませんか〜」 
 

©山本あゆみ 

「多文化共生のまちづくり～だれもが
安心・安全に暮らせるまちを考える」 

「部落差別と『出会う』 
～マイノリティ当事者のみる世界から～」 

「DV から考える人権」 
共催：宮崎県男女共同参画センター 

午前10時～１２時（予定） 

（受付は午前９時３０分から） 

会場：宮崎市内 

 

TEL:０９８５－３２－４４６９


令和８（2026）年度 県民人権講座 講師紹介 

 
第 1 回 

横田 拓也氏 

1977 年 11 月、当時 13 歳の中学一年生横田

めぐみさんが下校途中に北朝鮮の工作員達によ

って拉致された。そのめぐみさんの双子の弟の一

人である横田拓也氏。2021 年 12 月に家族会

の 3 代目の代表に就任し、国内外で人権問題で

ある拉致事件解決に向けて活動している。 

第 2 回 

山根 絵美氏 

第 3 回 

澤井 未緩氏  

      

 

 

 

 

 

第 4 回 

塚本 祥雄氏 

平成 20 年 3 月 小樽商科大学商学部卒業 

平成 24 年 3 月 横浜国立大学法科大学院卒業 

平成 25 年 9 月 新司法試験合格 

平成 27 年 1 月 宮崎県弁護士会に新規会員登録 

現在弁護士法人松田共同法律事務所に勤務弁護士

として入所。 

第 5 回 

信田 さよ子氏 

第 6 回 

 

【お申込・お問い合わせ先】宮崎県人権同和対策課 啓発・研修担当 青木 

〒88０-8501 宮崎市橘通２丁目１０番１号   TEL:０９８５－３２－４４６９ 

メール：jinkendowataisaku@pref.miyazaki.lg.jp 

未定 人権フェスタと同日開催予定 

 日程等が決まり次第、人権ホームページでお知らせします 

 

1946 年岐阜県生まれ。お茶の水女子大学哲学科卒、同

大学院修士課程児童学専攻修了。1995 年に原宿カウン

セリングセンター（現顧問）を設立。2022 年、日本公認心

理師協会の会長に就任。専門分野はアディクション全般、

アダルト・チルドレン、家族問題、DV・虐待など。著書に

『アダルト・チルドレン』『母が重くてたまらない墓守娘の

嘆き』『家族と厄災』『暴力とアディクション』等多数。 

 

©山本あゆみ 

大阪大学大学院人間科学研究科 博士後期課程
単位取得退学。専門は多文化教育、在日ムスリム
の教育。院生時代にとよなか国際交流協会でボ
ランティアをはじめ、2013 年に入職。 
子ども・若者支援事業、外国人女性の子育て支
援事業などの担当を経て、現在は主に防災事業
に取り組む。 

関西大学人権問題研究室非常勤研究員。学校での部

落問題学習や人権教育のあり方に関心があり、普段

は高校や大学で生徒や学生とのかかわりを大事にし

ながら、さまざまな授業を展開。 

当日は「見えづらい」と言われる部落問題について、

「なぜ見えづらいのか」「どうしたらその見えづらさを

克服できるのか」を、みなさんと一緒に考えたい。 

 

TEL:０９８５－３２－４４６９

